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製造現場の知⾒を具現化したデジタルツインの活⽤でものづくりのバリューチェーンを⾼度化

デジタルツインでデータ活⽤を⾼度化

Manufacturing IoT Service “ Meister ManufactX ”

⽣産性や品質向上に貢献するアプリケーション群
⼯程間の相関分析や、問題の原因を特定するトレーサビリティ、製造状況変化（5M1E）の⾒える化など、様々なアプリケーションで、現場改善に貢献

クラウドでグローバル規模での活⽤を加速

東芝のモノづくりの知⾒にもとづいた
統合データモデル（デジタルツイン）で
現場のIoTデータと業務データを組み
合わせて、真のデータ活⽤が可能

クラウド上の各種サービス連携を容易に実現できるだけでなく、初期投資を抑えながらビジネスの拡⼤に応じた柔軟なスケールアップが可能

トレーサビリティ 製造状況の変化
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